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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの画像を組み込む組込領域を有するテンプレートに画像を配置してなる
印刷ジョブを作成する印刷ジョブ作成装置であって、
　操作者の操作に基づいて複数種類の印刷サービスから一つの印刷サービスを選択する印
刷サービス選択手段と、
　組込領域が設定されていないテンプレート用画像と、組込領域の範囲を示す領域表示画
像とに基づいて作成されてなるテンプレートを前記複数種類の印刷サービス毎に対応付け
て記憶するテンプレート記憶手段と、
　前記テンプレート記憶手段に記憶されたテンプレートのうち前記印刷サービス選択手段
により選択された印刷サービスに対応するテンプレートを選択可能に一覧表示し、指示に
基づいてテンプレートを選択するテンプレート選択手段と、
　該選択されたテンプレートの組込領域に対して前記領域表示画像の該組込領域の配置に
基づいて順位を設定する順位設定手段と、
　指示に基づいて少なくとも一つの画像を前記選択されたテンプレートに組み込む組込画
像として選択する組込画像選択手段と、
　前記選択されたテンプレートの組込領域への前記選択された組込画像の組み込みが指示
されたとき、該選択された組込画像を前記順位設定手段により設定された順位の順に組み
込む画像組込手段と、
　を備える印刷ジョブ作成装置。



(2) JP 4148011 B2 2008.9.10

10

20

30

40

50

【請求項２】
　前記順位設定手段は、テンプレートにおける組込領域の上端の配置の順に順位を設定す
る手段である請求項１記載の印刷ジョブ作成装置。
【請求項３】
　前記順位設定手段は、テンプレートにおける組込領域の左端の配置の順に順位を設定す
る手段である請求項１または２記載の印刷ジョブ作成装置。
【請求項４】
　前記領域表示画像は、前記テンプレート用画像に組込領域に対応する透明領域を設定す
るための画像である請求項１ないし３いずれか１項に記載の印刷ジョブ作成装置。
【請求項５】
　前記領域表示画像は、オンまたはオフにより組込領域か否かを画素毎に示す一画素の情
報量が１ビットの画像である請求項１ないし４いずれか１項に記載の印刷ジョブ作成装置
。
【請求項６】
　指示に基づいて前記画像組込手段により組込画像が組み込まれたテンプレートの組込領
域の一つと該組込領域へ組み込むべき画像とが選択されたとき、該選択された組込領域に
組み込まれた画像に代えて該選択された画像を組み込む画像入替手段を備える請求項１な
いし５いずれか１項に記載の印刷ジョブ作成装置。
【請求項７】
　請求項１ないし６いずれか１項に記載の印刷ジョブ作成装置であって、
　前記選択されたテンプレートの組込領域への前記選択された組込画像の組み込みを指示
する組込指示手段を備え、
　前記画像組込手段は、前記組込指示手段による前記組込画像の組み込みが指示されたと
きに前記組込画像選択手段により複数の画像が組込画像として選択されているときには、
該組込画像として選択された複数の画像を前記選択されたテンプレートの組込領域へ前記
順位設定手段により設定された順位の順に組み込む手段である
　印刷ジョブ作成装置。
【請求項８】
　前記画像組込手段は、前記組込画像選択手段により複数の画像が組込画像として選択さ
れているときには、該組込画像として選択された順に前記複数の画像を前記選択されたテ
ンプレートの組込領域へ前記順位設定手段により設定された順位の順に組み込む手段であ
る請求項１ないし７いずれか１項に記載の印刷ジョブ作成装置。
【請求項９】
　前記順位設定手段により設定された順位を前記組込領域との関係をもって表示する領域
順位表示手段を備える請求項１ないし８いずれか１項に記載の印刷ジョブ作成装置。
【請求項１０】
　前記複数種類の印刷サービスは、大伸ばし印刷サービス，ダイジェスト印刷サービス，
カレンダー印刷サービス，ポストカード印刷サービス，写真名刺印刷サービス，証明写真
印刷サービス，シール印刷サービス，ラベル印刷サービス，アルバム印刷サービスのいず
れかを含む請求項１ないし９いずれか１項に記載の印刷ジョブ作成装置。
【請求項１１】
　コンピュータを請求項１ないし１０いずれか１項に記載の印刷ジョブ作成装置として機
能させるプログラム。
【請求項１２】
　少なくとも一つの画像を組み込む組込領域を有するテンプレートに画像を配置してなる
印刷ジョブを作成する印刷ジョブ作成方法であって、
（ｅ）操作者の操作に基づいて複数種類の印刷サービスから一つの印刷サービスを選択し
、
（ａ）組込領域が設定されていないテンプレート用画像と、組込領域の範囲を示す領域表
示画像とに基づいて作成されてなるテンプレートを前記複数種類の印刷サービス毎に対応
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付けて記憶するテンプレート記憶手段に記憶された該テンプレートのうち前記選択された
印刷サービスに対応するテンプレートを選択可能に一覧表示し、指示に基づいてテンプレ
ートを選択し、
（ｂ）該選択されたテンプレートの組込領域に対して前記領域表示画像の該組込領域の配
置に基づいて順位を設定し、
（ｃ）指示に基づいて少なくとも一つの画像を前記選択されたテンプレートに組み込む組
込画像として選択し、
（ｄ）前記選択されたテンプレートの組込領域への前記選択された組込画像の組み込みが
指示されたとき、該選択された組込画像を前記設定された順位の順に組み込む、
　印刷ジョブ作成方法。
【請求項１３】
　前記ステップ（ｂ）は、テンプレートにおける組込領域の上端の配置および／または左
端の配置の順に順位を設定するステップである請求項１２記載の印刷ジョブ作成方法。
【請求項１４】
　前記ステップ（ｄ）以降に、指示に基づいて組込画像が組み込まれたテンプレートの組
込領域の一つと該組込領域へ組み込むべき画像とが選択されたときに該選択された組込領
域に組み込まれた画像に代えて該選択された画像を組み込むステップを備える請求項１２
または１３記載の印刷ジョブ作成方法。
【請求項１５】
　コンピュータに請求項１２ないし１４いずれか１項に記載の印刷ジョブ作成方法の各ス
テップを各手順として実行させるプログラム。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、印刷ジョブ作成装置および印刷ジョブ作成方法並びにこれらに用いるプログラ
ムに関し、詳しくは、少なくとも一つの画像を組み込む組込領域を有するテンプレートに
画像を配置してなる印刷ジョブを作成する印刷ジョブ作成装置および印刷ジョブ作成方法
並びにこれらに用いるプログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種の印刷ジョブ作成装置としては、デジタルカメラで撮影した画像を読み込ん
で簡単な修正を施したり、ポストカードやアルバムなどのスタイルに画像を配置したりし
て、印刷条件を設定して印刷するものが提案されている。この装置では、予め写真を読み
込んで所望のカテゴリーに分類してフィルムのように保存しておき、印刷ジョブの作成を
、フィルムの選択，ポストカードの作成やアルバム印刷，カレンダーの作成などの印刷サ
ービスの選択，印刷する写真の選択，スタイルや印刷オプションやプリンタを指定するプ
リント指定，写真が組み込まれたページのレイアウトの調整，印刷位置の微調整や印刷部
数の入力と共に印刷実行を指示する印刷の工程で行なっている。複数画像を同一用紙に印
刷するアルバムなどの印刷サービスでは、印刷する画像を選択した後に複数の画像を配置
するための複数のスタイルから所望のスタイルを選択することにより、選択されたスタイ
ルの画像枠の順に選択された画像がその並びの順に配置される。（非特許文献１参照）。
【０００３】
【非特許文献１】
「デジカメｄｅ！！同時プリント６ユーザーズ・マニュアル」，第１版，エー・アイ・ソ
フト株式会社，２００２年７月，ｐ．１１０－１１５
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、こうした印刷ジョブ作成装置では、予め準備されたスタイルに予め設定さ
れた順に画像を配置することはできるが、複数の画像を組み込む領域を背景として画像に
設定したテンプレートを用いた印刷については行なうことができない。前面に配置された
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画像に対して透明領域を設定することにより背面に配置された画像を表示させて印刷する
ものも提案されているが、背面の画像や前面の画像の配置は勿論、前面の画像の透明領域
の設定のすべてについてユーザが行なわなければならず、簡易に印刷することができない
。
【０００５】
本発明の印刷ジョブ作成装置および印刷ジョブ作成方法は、テンプレートの選択やテンプ
レートへの画像の組み込みを容易に行なうことを目的の一つとする。また、本発明の印刷
ジョブ作成装置および印刷ジョブ作成方法は、テンプレートに組み込まれた画像を任意の
画像に容易に入れ替えることを目的の一つとする。本発明のプログラムは、コンピュータ
をテンプレートの選択やテンプレートへの画像の組み込みを容易に行なうことができる印
刷ジョブ作成装置やテンプレートに組み込まれた画像を任意の画像に容易に入れ替えるこ
とができる印刷ジョブ作成装置として機能させることを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段およびその作用・効果】
本発明の印刷ジョブ作成装置および印刷ジョブ作成方法並びにこれらに用いるプログラム
は、上述の目的の少なくとも一部を達成するために以下の手段を採った。
【０００７】
本発明の印刷ジョブ作成装置は、
少なくとも一つの画像を組み込む組込領域を有するテンプレートに画像を配置してなる印
刷ジョブを作成する印刷ジョブ作成装置であって、
指示に基づいてテンプレートを選択するテンプレート選択手段と、
該選択されたテンプレートの組込領域に対して該組込領域の配置に基づいて順位を設定す
る順位設定手段と、
指示に基づいて少なくとも一つの画像を前記選択されたテンプレートに組み込む組込画像
として選択する組込画像選択手段と、
前記選択されたテンプレートの組込領域への前記選択された組込画像の組み込みが指示さ
れたとき、該選択された組込画像を前記順位設定手段により設定された順位の順に組み込
む画像組込手段と、
を備えることを要旨とする。
【０００８】
この本発明の印刷ジョブ作成装置では、選択されたテンプレートの組込領域に対して設定
された順位の順に選択された画像を組み込むから、所望のテンプレートに所望の画像を容
易に組み込むことができる。
【０００９】
こうした本発明の印刷ジョブ作成装置において、前記順位設定手段は、テンプレートにお
ける組込領域の上端の配置の順に順位を設定する手段であるものとすることもできるし、
テンプレートにおける組込領域の左端の配置の順に順位を設定する手段であるものとする
こともできる。
【００１０】
また、本発明の印刷ジョブ作成装置において、前記テンプレートは組込領域が設定されて
いないテンプレート用画像に組込領域として透明領域が設定されてなり、前記順位設定手
段は前記テンプレート用画像に設定された透明領域の配置に基づいて前記順位を設定する
手段であるものとすることもできる。こうすれば、テンプレート用画像に設定された透明
領域の配置の順に組込画像を組み込む順を設定することができる。
【００１１】
本発明の印刷ジョブ作成装置において、前記テンプレートは組込領域が設定されていない
テンプレート用画像と組込領域の範囲を示す領域表示画像とに基づいて作成されてなり、
前記順位設定手段は前記領域表示画像に基づいて順位を設定する手段であるものとするこ
ともできる。こうすれば、組込領域の範囲を示す領域表示画像に基づいて組込画像を組み
込む順を設定することができる。この場合、前記領域表示画像は、前記テンプレート用画
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像に組込領域に対応する透明領域を設定するための画像であるものとすることもできる。
また、前記領域表示画像は、オンまたはオフにより組込領域か否かを画素毎に示す一画素
の情報量が１ビットの画像であるものとすることもできる。
【００１２】
　本発明の印刷ジョブ作成装置において、指示に基づいて前記画像組込手段により組込画
像が組み込まれたテンプレートの組込領域の一つと該組込領域へ組み込むべき画像とが選
択されたとき、該選択された組込領域に組み込まれた画像に代えて該選択された画像を組
み込む画像入替手段を備えるものとすることもできる。こうすれば、テンプレートに組み
込まれた画像を所望の画像に容易に入れ替えることができる。また、本発明の印刷ジョブ
作成装置において、前記選択されたテンプレートの組込領域への前記選択された組込画像
の組み込みを指示する組込指示手段を備え、前記画像組込手段は、前記組込指示手段によ
る前記組込画像の組み込みが指示されたときに前記組込画像選択手段により複数の画像が
組込画像として選択されているときには、該組込画像として選択された複数の画像を前記
選択されたテンプレートの組込領域へ前記順位設定手段により設定された順位の順に組み
込む手段であるものとすることもできる。こうすれば、組込画像として選択された複数の
画像をテンプレートの組込領域に設定された順位の順に自動的に組み込むことができる。
さらに、本発明の印刷ジョブ作成装置において、前記画像組込手段は、前記組込画像選択
手段により複数の画像が組込画像として選択されているときには、該組込画像として選択
された順に前記複数の画像を前記選択されたテンプレートの組込領域へ前記順位設定手段
により設定された順位の順に組み込む手段であるものとすることもできる。こうすれば、
組込画像として選択された複数の画像を選択された順にテンプレートの組込領域に設定さ
れた順位の順に自動的に組み込むことができる。あるいは、本発明の印刷ジョブ作成装置
において、前記順位設定手段により設定された順位を前記組込領域との関係をもって表示
する領域順位表示手段を備えるものとすることもできる。こうすれば、組込画像が組込領
域に組み込まれ際の組込領域の順を確認することができる。
【００１３】
本発明の印刷ジョブ作成装置において、操作者の操作に基づいて複数種類の印刷サービス
から一つの印刷サービスを選択する印刷サービス選択手段と、前記複数種類の印刷サービ
ス毎に対応するテンプレートを記憶するテンプレート記憶手段と、を備え、前記テンプレ
ート選択手段は、前記テンプレート記憶手段に記憶されたテンプレートのうち前記印刷サ
ービス選択手段により選択された印刷サービスに対応するテンプレートを選択可能に一覧
表示してテンプレートを選択する手段であるものとすることもできる。こうすれば、複数
種類の印刷サービスとしての印刷ジョブを容易に作成することができる。この場合、「複
数種類の印刷サービス」としては、大伸ばし印刷サービス，ダイジェスト印刷サービス，
カレンダー印刷サービス，ポストカード印刷サービス，写真名刺印刷サービス，証明写真
印刷サービス，シール印刷サービス，ラベル印刷サービス，アルバム印刷サービスのいず
れかが含まれるものとすることもできる。
【００１４】
本発明の印刷ジョブ作成装置用のプログラムは、コンピュータを、上述のいずれかの態様
の本発明の印刷ジョブ作成装置、即ち、基本的には、少なくとも一つの画像を組み込む組
込領域を有するテンプレートに画像を配置してなる印刷ジョブを作成する印刷ジョブ作成
装置であって、指示に基づいてテンプレートを選択するテンプレート選択手段と、該選択
されたテンプレートの組込領域に対して該組込領域の配置に基づいて順位を設定する順位
設定手段と、指示に基づいて少なくとも一つの画像を前記選択されたテンプレートに組み
込む組込画像として選択する組込画像選択手段と、前記選択されたテンプレートの組込領
域への前記選択された組込画像の組み込みが指示されたとき、該選択された組込画像を前
記順位設定手段により設定された順位の順に組み込む画像組込手段と、を備える印刷ジョ
ブ作成装置として機能させることを要旨とする。
【００１５】
この本発明の印刷ジョブ作成装置用のプログラムでは、コンピュータを上述のいずれかの
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態様の本発明の印刷ジョブ作成装置として機能させるから、本発明の印刷ジョブ作成装置
が奏する効果、例えば、所望のテンプレートに所望の画像を容易に組み込むことができる
効果やテンプレートに組み込まれた画像を所望の画像に容易に入れ替えることができる効
果などと同様な効果を奏することができる。
【００１６】
本発明の印刷ジョブ作成方法は、
少なくとも一つの画像を組み込む組込領域を有するテンプレートに画像を配置してなる印
刷ジョブを作成する印刷ジョブ作成方法であって、
（ａ）指示に基づいてテンプレートを選択し、
（ｂ）該選択されたテンプレートの組込領域に対して該組込領域の配置に基づいて順位を
設定し、
（ｃ）指示に基づいて少なくとも一つの画像を前記選択されたテンプレートに組み込む組
込画像として選択し、
（ｄ）前記選択されたテンプレートの組込領域への前記選択された組込画像の組み込みが
指示されたとき、該選択された組込画像を前記設定された順位の順に組み込む
ことを要旨とする。
【００１７】
この本発明の印刷ジョブ作成方法によれば、選択されたテンプレートの組込領域に対して
設定された順位の順に選択された画像を組み込むから、所望のテンプレートに所望の画像
を容易に組み込むことができる。ここで、前記ステップ（ｂ）は、テンプレートにおける
組込領域の上端の配置や左端の配置の順に順位を設定するものとすることもできる。
【００１８】
こうした本発明の印刷ジョブ作成方法において、前記ステップ（ｄ）以降に、指示に基づ
いて組込画像が組み込まれたテンプレートの組込領域の一つと該組込領域へ組み込むべき
画像とが選択されたときに該選択された組込領域に組み込まれた画像に代えて該選択され
た画像を組み込むステップを備えるものとすることもできる。こうすれば、テンプレート
に組み込まれた画像を所望の画像に容易に入れ替えることができる。
【００１９】
本発明の印刷ジョブ作成方法用のプログラムは、コンピュータに、上述のいずれかの態様
の本発明の印刷ジョブ作成方法、即ち、基本的には、少なくとも一つの画像を組み込む組
込領域を有するテンプレートに画像を配置してなる印刷ジョブを作成する印刷ジョブ作成
方法であって、（ａ）指示に基づいてテンプレートを選択し、（ｂ）該選択されたテンプ
レートの組込領域に対して該組込領域の配置に基づいて順位を設定し、（ｃ）指示に基づ
いて少なくとも一つの画像を前記選択されたテンプレートに組み込む組込画像として選択
し、（ｄ）前記選択されたテンプレートの組込領域への前記選択された組込画像の組み込
みが指示されたとき、該選択された組込画像を前記設定された順位の順に組み込む印刷ジ
ョブ作成方法における各ステップを各手順として実行させることを要旨とする。
【００２０】
この本発明の印刷ジョブ作成方法用のプログラムでは、コンピュータに上述のいずれかの
態様の本発明の印刷ジョブ作成方法における各ステップを各手順として実行させるから、
本発明の印刷ジョブ作成方法が奏する効果、例えば、所望のテンプレートに所望の画像を
容易に組み込むことができる効果やテンプレートに組み込まれた画像を所望の画像に容易
に入れ替えることができる効果などと同様な効果を奏することができる。
【００２１】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施の形態を実施例を用いて説明する。図１は、本発明の一実施例である
印刷ジョブ作成装置２０を備える印刷システム１０の構成の概略を示す構成図である。実
施例の印刷システム１０は、図示するように、印刷ジョブを作成する印刷ジョブ作成装置
２０と、大型プリンタ５０と、インクジェットプリンタ５２とをネットワーク１２で接続
して構成されている。
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【００２２】
印刷ジョブ作成装置２０は、アプリケーションソフトウエアとしての図示しない印刷ジョ
ブ作成プログラムと印刷に用いるテンプレート画像などの支援データとがインストールさ
れた一般的なコンピュータとして構成されており、印刷ジョブ作成プログラムが実行され
たときに印刷ジョブ作成装置として機能する。印刷ジョブ作成装置２０は、カレンダーの
作成やポストカードの作成など複数の印刷サービスとしての印刷ジョブを作成すると共に
印刷ジョブの実行を指示する装置であり、機能ブロックとして、複数の印刷サービスから
印刷ジョブを作成するサービスの設定を受け付けるサービス設定管理部２１と、印刷ジョ
ブに用いる画像の登録を管理する画像登録管理部２２と、印刷ジョブに用いるテンプレー
トの設定を管理するテンプレート設定管理部２３と、画像のレイアウトの調整や画像に施
す編集を管理するレイアウト編集管理部２４と、印刷を管理する印刷管理部２５と、作成
中の印刷ジョブを中断したり中断した印刷ジョブの作成を再開する処理を行なうジョブ中
断再開処理部２６とを備える。印刷ジョブ作成装置２０が備えるレイアウト編集管理部２
４は、テンプレートに設定された画像を組み込む組込領域に対して画像を組み込む順位を
設定する順位設定部２４ａや選択した画像を組込領域に組み込む組込処理部２４ｂ，テン
プレートに組み込まれた画像の入れ替えを行なう入替処理部２４ｃ，組み込まれた画像に
レタッチを施す編集処理部２４ｄなどにより構成されている。なお、実施例の印刷ジョブ
作成装置２０は、この他、作成中ジョブの出力を管理するジョブ出力管理部や作成中ジョ
ブの入力を管理するジョブ入力管理部，作成中ジョブや印刷実行済みのジョブを用いて新
たな作成中ジョブを作成するジョブ複製処理部などを備えるが、これらの処理部は本発明
の中核をなさないから、図示およびその説明については省略する。
【００２３】
大型プリンタ５０は、Ａ１サイズまでの高品質なカラー印刷が可能なプリンタとして構成
されている。また、インクジェットプリンタ５２は、Ａ４サイズまでの高品質なカラー印
刷が可能なプリンタとして構成されている。図１には、紙面の都合上、プリンタとしては
大型プリンタ５０とインクジェットプリンタ５２の２台を示したが、ネットワーク１２に
は同一または異なる種類の３台以上のプリンタを接続することができる。
【００２４】
次に、こうして構成された実施例の印刷ジョブ作成装置２０の動作について説明する。図
２は、アプリケーションソフトウエアとしての図示しない印刷ジョブ作成プログラムを起
動したときの印刷ジョブ作成装置２０の画面上に表示されるメニュー画面６０の一例を示
す説明図である。図２のメニュー画面６０には、印刷サービスを選択するためのサービス
選択領域６１と、印刷ジョブを一覧表示するジョブリスト領域６２とが設けられている。
サービス選択領域６１には、プリントサービスの選択ボタンとして、画像を大判印刷する
「大伸ばし」ボタン６１ａ，複数の画像をダイジェストとして印刷する「ダイジェスト」
ボタン６１ｂ，画像を用いてカレンダーを印刷する「カレンダー」ボタン６１ｃ，種々の
デザインのテンプレートを用いて画像を印刷する「アイデア」ボタン６１ｄ，ハガキに画
像を印刷する「ポストカード」ボタン６１ｅ，写真付きの名刺を印刷する「写真名刺」ボ
タン６１ｆ，証明写真を印刷する「証明写真」ボタン６１ｇ，多数の画像のインデックス
を印刷する「インデックス」ボタン６１ｈ，画像を用いたシールを作成する「シール」ボ
タン６１ｉ，ＣＤやＤＶＤなどのラベルを作成する「ラベル」６１ｊなど、アルバムサー
ビスの選択ボタンとして、種々のデザインのテンプレートを用いてアルバムを作成する「
デザイン」ボタン６１ｋ，シンプルなテンプレートを用いてアルバムを作成する「シンプ
ル」６１ｌなど、ＣＤ書き込みサービスとして、画像をそのままＣＤに書き込む「ＣＤ書
き込み（無変換）」ボタン６１ｍ，画像のサイズを１６００×１２００にリサイズしてＣ
Ｄに書き込む「ＣＤ書き込み（１６００×１２００）」ボタン６１ｎなど、が用意されて
いる。ジョブリスト領域６２には、作成中ジョブについて、その状況，ジョブＩＤ，サー
ビス名，受付時間，更新時間，用紙サイズ，部数，合計枚数，コメントが一覧表示される
ようになっている。作成中ジョブやジョブリスト領域６２の表示については後述する。ま
た、メニュー画面６０には、ジョブリスト領域６２の下方に「アプリケーションの終了」
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ボタン６３や「環境設定」ボタン６４も設けられている。
【００２５】
実施例の印刷ジョブ作成装置２０による印刷ジョブの作成は、図３に例示する印刷ジョブ
作成処理に基づいて行なわれる。印刷ジョブ作成処理は、まず、印刷サービスの選択を受
け付ける処理から始まる（ステップＳ１００）。印刷サービスの選択は、ユーザがメニュ
ー画面６０のサービス選択領域６１からいずれかのサービスボタン６１ａ～６１ｍを選択
することにより行なわれる。印刷ジョブ作成装置２０のサービス設定管理部２１は、こう
したメニュー画面６０の表示や選択されたサービスの選択の受け付け及び選択されたサー
ビスによる印刷ジョブの作成の開始を管理している。
【００２６】
印刷サービスが選択されると、実施例の印刷ジョブ作成装置２０は、図４に例示する画像
登録画面７０を表示して、選択された印刷サービスに用いる画像の登録処理を実行する（
ステップＳ１１０）。図４の例の画像登録画面７０は、印刷ジョブの作成の工程を示す工
程表示領域７１と、画像の登録処理を行なう画像登録処理領域７２とに区分けされている
。工程表示領域７１には、選択された印刷サービスの種類を示す「サービス種類表示」ボ
タン７１ａや印刷ジョブの作成工程としての「画像登録」ボタン７１ｂ，「テンプレート
選択」ボタン７１ｃ，「レイアウト編集」ボタン７１ｄ，「印刷」ボタン７１ｅ，印刷ジ
ョブの作成を中断してメニュー画面６０に戻る「メニューに戻る」ボタン７１ｆが設けら
れている。画像登録処理領域７２は、「画像登録」ボタン７１ｂと連結して表示されてお
り、印刷ジョブの作成工程が画像登録の工程にあることが解るようになっている。
【００２７】
この画像登録処理領域７２には、作業領域７３が設けられており、この作業領域７３には
、画像が格納されている格納場所（ディレクトリやフォルダ）を選択することによりその
格納場所に格納されている画像のサムネイルとファイル名とを一覧表示するための画像選
択領域７４と、登録された画像のサムネイルとファイル名とを一覧表示するための登録画
像表示領域７５とが設けられている。また、作業領域７３には、画像選択領域７４で選択
された画像を登録して登録画像表示領域７５で表示するための「登録」ボタン７６や画像
選択領域７４に表示されたすべての画像を登録して登録画像表示領域７５で表示するため
の「すべて登録」ボタン７７も設けられている。したがって、ユーザは、画像選択領域７
４の格納場所表示領域７４ａから画像の格納場所を選択し、この選択により画像選択領域
７４の画像表示領域７４ｂに表示される画像（選択された格納場所に格納された画像）か
ら所望の画像を選択して「登録」ボタン７６を操作することにより所望の画像を登録して
登録画像表示領域７５の画像表示領域７５ａに表示することができる。登録画像表示領域
７５には、画像表示領域７５ａで選択した画像の登録を取り消すための「登録削除」ボタ
ン７５ｂや登録されたすべての画像の登録を取り消すための「すべて登録解除」ボタン７
５ｃなども設けられている。また、画像登録処理領域７２には、画像の登録処理を終了し
て次の作成工程に進むための「次のステップへ」ボタン７２ａや前の作成工程に戻る「前
のステップへ」ボタン７２ｂも設けられている。なお、画像登録画面７０における「前の
ステップへ」ボタン７２ｂは、画像登録処理を終了してメニュー画面６０に戻るためのボ
タンとなるから、機能的には「メニューに戻る」ボタン７１ｆと同一となる。印刷ジョブ
作成装置２０の画像登録管理部２２は、こうした画像の登録処理を管理している。
【００２８】
画像が登録されて「次のステップへ」ボタン７２ａが操作されると、図５に例示するテン
プレート選択画面８０を表示して、登録された画像をはめ込むためのテンプレートの選択
処理を実行する（ステップＳ１２０）。図５の例のテンプレート選択画面８０は、図４に
例示した画像登録画面７０の工程表示領域７１と同様の工程表示領域８１と、テンプレー
トの選択を行なうテンプレート選択処理領域８２とに区分けされている。このテンプレー
ト選択画面８０では、工程表示領域８１の「テンプレート選択」ボタン８１ｃがテンプレ
ート選択処理領域８２と連結されており、印刷ジョブの作成工程がテンプレート選択の工
程にあることが解るようになっている。



(9) JP 4148011 B2 2008.9.10

10

20

30

40

50

【００２９】
テンプレート選択処理領域８２には、テンプレートの設定を行なうための設定領域８３と
、テンプレートを選択するためのテンプレート選択領域８４とが設けられている。設定領
域８３には、テンプレートとして使用する使用レイアウトを直接入力する入力欄やフチな
しプリントを設定するためのチェックボックス，「Print Image Matching ２」や「Exif 
Print」を使用してデジタルカメラとプリンタとのイメージマッチングを行なうためのチ
ェックボックスが設けられている。テンプレート選択領域８４には、テンプレートの種類
毎にタグ８５ａ～８５ｆが設けられており、各タグ８５ａ～８５ｆには、テンプレートの
サムネイルとそのファイル名とを一覧表示するためのテンプレート表示領域８６ａが設け
られている。ユーザは、各タグ８５ａ～８５ｆから所望のタグを選択すると共に選択した
タグのテンプレート表示領域に表示されたテンプレートから所望のテンプレートを選択す
ることにより、テンプレートの選択を行なうことができる。なお、このテンプレートの選
択が行なわれると、設定領域８３の使用レイアウトの入力欄に選択したファイル名が表示
されるようになっている。なお、テンプレート選択領域８４には、用紙サイズを選択する
ための用紙サイズの選択入力欄も設けられている。また、テンプレート選択処理領域８２
には、画像登録処理領域７２と同様に「次のステップへ」ボタン８２ａと「前のステップ
へ」ボタン８２ｂとが設けられている。テンプレート選択画面８０では、「前のステップ
へ」ボタン８２ｂが操作されると、画像登録画面７０を表示して印刷ジョブの作成工程に
おける前の工程である画像の登録処理（ステップＳ１１０）に戻る。印刷ジョブ作成装置
２０のテンプレート設定管理部２３は、こうしたテンプレートの選択処理を管理している
。
【００３０】
テンプレートが選択されて「次のステップへ」ボタン８２ａが操作されると、図６に例示
するレイアウト編集画面９０を表示して、画像のレイアウトを調整したり編集を施すレイ
アウト編集処理を実行する（ステップＳ１３０）。図６の例のレイアウト編集画面９０は
、図４に例示した画像登録画面７０や図５に例示したテンプレート選択画面８０の工程表
示領域７１，８１と同様の工程表示領域９１と、画像のレイアウトや編集などを行なうた
めのレイアウト編集処理領域９２とに区分けされている。このレイアウト編集画面９０で
は、工程表示領域９１の「レイアウト編集」ボタン９１ｄがレイアウト編集処理領域９２
と連結されており、印刷ジョブの作成工程がレイアウト編集の工程にあることが解るよう
になっている。
【００３１】
レイアウト編集処理領域９２には、選択されたテンプレートに登録された画像とを組み込
んで画像のレイアウトを行なったり画像の編集を行なうためのレイアウト編集領域９３と
、テンプレートに組み込む画像を選択するための画像選択領域９４と、選択したテンプレ
ートのサムネイルが表示されるサムネイル表示領域９７とが設けられている。レイアウト
編集領域９３には、テンプレート選択画面８０により選択されたテンプレートが表示され
るが、この表示の際にテンプレートの組込領域には、上から順に且つ左から順に順位が設
定され、その順位が組込領域に表示される。組込領域の順位の設定は、図７に例示する順
位設定処理により行なわれる。この順位設定処理では、まず、初期値として変数Ｎに値１
を設定し（ステップＳ２００）、テンプレート画像のαチャンネルに基づいて透明領域を
検出する（ステップＳ２１０）。テンプレート画像は、図８に示すように、テンプレート
用画像１１０とこの画像に対して透明領域１２２ａ～１２２ｃを設定するための一画素の
情報量が１ビットのマスク画像１２０とを用いて作成される。即ち、テンプレート画像は
、テンプレート用画像１１０に対してマスク画像１２０に設定された透明領域１２２ａ～
１２２ｃに相当する領域を完全な透明領域としてαチャンネルに設定することにより作成
されるのである。なお、実施例では、マスク画像１２０は、透明領域１２２ａ～１２２ｃ
がオフ（白）でそれ以外の領域がオン（黒）として取り扱うものとした。したがって、テ
ンプレート画像の透明領域を検出することにより組込領域を検出することができる。こう
して透明領域を検出すると、組込領域として順位の設定されていない透明領域のうち左上
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隅のｙ座標が最も大きな透明領域（即ち、最も上に位置する透明領域）を選択する（ステ
ップＳ２２０）。選択された透明領域が複数存在するときには（ステップＳ２３０）、選
択された透明領域のうち左上隅のｘ座標が最も小さな透明領域（即ち、最も左に位置する
透明領域）を選択する（ステップＳ２４０）。続いて、こうして選択された透明領域をＮ
番の順位の組込領域として設定し（ステップＳ２５０）、変数Ｎを値１だけインクリメン
トする（ステップＳ２６０）。そして、組込領域として順位の設定されていない透明領域
がまだ存在するか否かを判定し（ステップＳ２７０）、存在するときにはステップＳ２２
０の透明領域の選択処理に戻って順位を設定し、存在しないときには順位の設定は終了し
たとしてこの順位設定処理を終了する。こうした処理により、テンプレートにおける組込
領域の左上隅座標が上に位置するほど、左に位置するほど、その順位が上になるように設
定されることになる。こうした組込領域の順位の設定は、レイアウト編集管理部２４の順
位設定部２４ａが管理している。
【００３２】
レイアウト編集画面９０の画像選択領域９４には、登録画像を選択するためのタグ９５ａ
とテキストを書き込むためのタグ９５ｂとが設けられており、タグ９５ａには登録された
画像とそのファイル名を一覧表示する画像表示領域９６ａが設けられている。また、図示
しないが、タグ９５ｂには、テキストを入力するためのテキスト入力欄が設けられている
。画像選択領域９４には、選択された画像をレイアウト編集領域９３のテンプレートに配
置する「配置」ボタン９４ａや選択された画像をレイアウト編集領域９３のテンプレート
に配置された画像と入れ替える「入れ替え」ボタン９４ｂと、選択された１枚の画像をテ
ンプレートの複数の領域に配置する「複数配置」ボタン９４ｃとが設けられている。画像
の配置は、画像表示領域９６ａに表示された画像から配置しようとする画像を選択して「
配置」ボタン９４ａや「複数配置」ボタン９４ｃを操作することにより行なわれる。例え
ば、図９に示すように、画像表示領域９６ａに表示された画像のうち「Ａ」，「Ｅ」，「
Ｇ」の画像を配置する画像として選択し、「配置」ボタン９４ａを操作すると、テンプレ
ートの組込領域に設定された順位の順に画像表示領域９６ａで選択された画像の並びの順
に画像が組込領域に組み込まれる。この図９の例では、画像表示領域９６ａで選択された
画像の並びの順は、「Ａ」，「Ｅ」，「Ｇ」であるから、順位が「１」，「２」，「３」
の組込領域に順に「Ａ」，「Ｅ」，「Ｇ」の画像が組み込まれる。この状態を図１０に示
す。実施例では、こうした処理は図１１に示す画像組込処理によって行なわれる。この画
像組込処理では、まず、初期値として変数Ｍに値１をセットし（ステップＳ３００）、選
択された画像のうちＭ番の画像をＭ番の順位の組込領域に組み込む（ステップＳ３１０）
。そして、変数Ｍを値１だけインクリメントして（ステップＳ３２０）、Ｍ番の順位の組
込領域が存在するか否か選択された画像のうちＭ番の画像が存在するか否かを判定する（
ステップＳ３３０）。Ｍ番の順位の組込領域とＭ番の画像とが共に存在するときにはステ
ップＳ３１０のＭ番の画像をＭ番の順位の組込領域に組み込む処理に戻り、Ｍ番の順位の
組込領域かＭ番の画像のいずれかが存在しないときには画像組込処理を終了する。こうし
た処理により組込領域にその順位の順に選択した画像をその並びの順に組み込むことがで
きる。なお、この処理から解るように、組込領域の数が選択した画像の数より多いときに
は、選択した画像を順に組み込んだ状態で処理を終了する。また、選択した画像の数が組
込領域の数より多いときには、すべての組込領域に並びの順に選択した画像を組み込んだ
状態で処理を終了する。こうした画像組込処理は、レイアウト編集管理部２４の組込処理
部２４ｂが管理している。
【００３３】
テンプレートの組込領域に組み込んだ画像の入れ替えは、レイアウト編集領域９３に表示
されたテンプレートの組込領域のうち画像を入れ替えたい組込領域を選択すると共に画像
表示領域９６ａに表示された画像のうちテンプレートの組込領域に組み込みたい画像を選
択し、「入れ替え」ボタン９４ｂを操作することにより行なわれる。例えば、図１２に示
すように、レイアウト編集領域９３に表示されたテンプレートの組込領域のうち「Ｅ］の
画像が組み込まれた組込領域を選択すると共に画像表示領域９６ａに表示された「Ｃ」の
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画像を選択して「入れ替え」ボタン９４ｂを操作することにより、図１３に示すように、
テンプレートの「Ｅ］の画像が組み込まれていた組込領域に「Ｃ」の画像が組み込まれる
。このように、テンプレートの組込領域に画像を組み込んだ後でも所望の画像に入れ替え
ることができる。こうした画像の入れ替え処理は、レイアウト編集管理部２４の入替処理
部２４ｃが管理している。
【００３４】
さらに、タグ９５ａの画像表示領域９６ａに表示された画像から所望の画像を選択して「
複数配置」ボタン９４ｃを操作することによりテンプレートの複数の領域に選択した画像
を複数配置することができる。
【００３５】
レイアウト編集処理領域９２には、画像登録画面７０やテンプレート選択画面８０と同様
に「次のステップへ」ボタン９２ａや「前のステップへ」ボタン９２ｂが設けられている
。また、レイアウト編集処理領域９２には、レイアウト編集領域９３に表示されたテンプ
レートに組み込まれた画像に編集を加えるための「編集」ボタン９２ｃとレイアウト編集
領域９３の表示倍率を変更するための「表示倍率」ボタン９２ｄとが設けられている。レ
イアウト編集領域９３のテンプレートに配置された画像を選択して「編集」ボタン９２ｃ
を操作すると、プルダウンメニューが表示され、回転，フレームの回転，上下左右の反転
，トリミング，型抜き，輪郭をソフト・シャープにする，明るさ・コントラストの設定，
色を変える，セピア・モノクロ調に変換，クロスフィルタ，赤目の修正，クローン，自動
修正などが選択できるようになっている。印刷ジョブ作成装置２０のレイアウト編集管理
部２４の編集処理部２４ｄは、こうした画像のレイアウトや編集処理を管理している。
【００３６】
レイアウト編集画面９０により選択されたテンプレートに画像を組み込み、更に所望の編
集を施して「次のステップへ」ボタン９２ａが操作されると、図１４に例示する印刷画面
１００を表示して、種々の印刷設定を行なって印刷する印刷処理を実行する（ステップＳ
１４０）。図１４の例の印刷画面１００は、画像登録画面７０やテンプレート選択画面８
０，レイアウト編集画面９０の工程表示領域７１，８１，９１と同様の工程表示領域１０
１と、印刷設定と印刷実行とを指示するための印刷処理領域１０２とに区分けされている
。この印刷画面１００では、工程表示領域１０１の「印刷」ボタン１０１ｅが印刷処理領
域１０２と連結されており、印刷ジョブの作成工程が印刷の工程にあることが解るように
なっている。
【００３７】
印刷処理領域１０２には、テンプレートに組み込まれレイアウトや編集が施されて印刷さ
れる画像を表示する印刷画像表示領域１０３と、印刷ジョブの情報を表示するジョブ情報
表示領域１０４と、印刷条件を設定する印刷条件設定領域１０５と、プリンタを設定する
プリンタ設定領域１０６とが設けられている。ジョブ情報表示領域１０４には、印刷ジョ
ブの情報としてジョブＩＤや受付日時，サービス，テンプレートＩＤなどが表示されてお
り、印刷部数を選択入力する部数設定欄も設けられている。印刷条件設定領域１０５には
、プリント範囲を設定するためのラジオボタンや設定欄，プリント対象を設定するための
ラジオボタン，ページ番号を印刷するか否かを設定するためのラジオボタンが設けられて
いる。プリンタ設定領域１０６には、印刷するプリンタを選択するプリンタ選択欄やカラ
ーマネジメントシステム（ＣＭＳ）を使用するか否かを選択するためのチェックボックス
，印刷領域を設定する領域設定入力欄などが設けられており、用紙サイズや選択したプリ
ンタに設定されている用紙タイプも表示される。なお、プリンタ設定領域１０６のプリン
タ選択欄には、環境設定として印刷サービスと用紙サイズに応じて予め設定されたプリン
タがデフォルトとして選択された状態として表示される。印刷処理領域１０２には、「前
のステップへ」ボタン１０２ｂや印刷の実行を指示する「印刷開始」ボタン１０２ｃ，印
刷の代わりに画像ファイルとして所望のディレクトリやフォルダに書き出す「書き出し」
ボタン１０２ｄが設けられている。実施例の印刷ジョブ作成装置２０における印刷ジョブ
の作成は、この「印刷開始」ボタン１０２ｃや「書き出し」ボタン１０２ｄが操作される
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前までの処理であり、「印刷開始」ボタン１０２ｃや「書き出し」ボタン１０２ｄの操作
は、こうした印刷ジョブの実行となる。なお、「印刷開始」ボタン１０２ｃや「書き出し
」ボタン１０２ｄを操作すると、選択したプリンタで印刷を実行したり画像ファイルの書
き出しをして、メニュー画面６０の印刷サービスの選択処理に戻る。なお、図３の印刷ジ
ョブ作成処理では、この段階で終了するものとして示した。実施例の印刷ジョブ作成装置
２０の印刷管理部２５は、こうした印刷に関する処理を管理している。
【００３８】
以上説明した実施例の印刷ジョブ作成装置２０によれば、選択されたテンプレートの組込
領域に対して自動的に順位を設定すると共に表示し、組込領域に設定された順位の順に選
択された画像をその並びの順に組み込むことができる。この結果、何処の組込領域にどの
画像が組み込まれるかを知らせることができると共に選択した画像を容易に組込領域に組
み込むことができる。また、実施例の印刷ジョブ作成装置２０によれば、テンプレートの
組込領域に組み込んだ画像を所望の画像に容易に入れ替えることができる。
【００３９】
ここで、実施例の印刷ジョブ作成装置２０では、テンプレート設定管理部２３がテンプレ
ート選択手段に相当し、順位設定部２４ａが順位設定手段に相当し、組込処理部２４ｂが
組込画像選択手段および画像組込手段に相当する。また、入替処理部２４ｃが画像入替手
段に相当する。
【００４０】
実施例の印刷ジョブ作成装置２０では、テンプレートの組込領域の順位を設定する際にテ
ンプレート画像の透明領域を検出し、その配置に基づいて組込領域の順位を設定するもの
としたが、マスク画像１２０に対して画像処理により透明領域１２２ａ～１２２ｃを検出
し、その配置に基づいて組込領域の順位を設定するものとしてもよい。この場合、マスク
画像１２０が一画素の情報量が１ビットであるから、容易に透明領域１２２ａ～１２２ｃ
を検出することができる。
【００４１】
実施例の印刷ジョブ作成装置２０では、テンプレートの組込領域の順位を、上から順に且
つ左から順に設定するものとしたが、規則だって行なわれれば、如何なる順に設定するも
のとしてもよい。
【００４２】
実施例の印刷ジョブ作成装置２０では、テンプレートの組込領域の順位については、テン
プレートが選択され、レイアウト編集画面９０のレイアウト編集領域９３に表示される際
に設定するものとしたが、テンプレートが作成されて印刷ジョブ作成装置２０に登録され
る際に組込領域の順位を設定するものとしてもよい。この場合、順位設定部２４ａは、レ
イアウト編集管理部２４の管理下からはずれることとなる。
【００４３】
実施例の印刷ジョブ作成装置２０では、テンプレートの組込領域に選択された画像を組み
込む際には、組込領域の順位の順に選択された画像の並びの順に組み込むものとしたが、
選択された画像の順は、並びの順に限られるものではなく、選択された順などのように如
何なる順としてもよい。
【００４４】
実施例の印刷ジョブ作成装置２０では、メニュー画面６０から印刷サービスとして、大伸
ばし，ダイジェスト，カレンダー，アイデア，ポストカード，写真名刺，証明写真，イン
デックス，シール，ラベルから選択できるものとしたが、これらのすべての印刷サービス
を選択できる必要はなく、これらの印刷サービスの一部から選択できるものとしたり、こ
れらの印刷サービスとは異なる印刷サービスから選択できるものとしたり、これらの印刷
サービスとは異なる印刷サービスとこれらの印刷サービスとを組み合わせたサービスから
選択できるものとしてもよい。
【００４５】
実施例の印刷ジョブ作成装置２０では、印刷サービスの他にアルバムサービスやＣＤ書き
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込みサービスを選択することができるものとしたが、こうしたアルバムサービスやＣＤ書
き込みサービスを選択することができないものとしてもよい。また、ＣＤ書き込みサービ
スに代えて他の記憶媒体、例えばフレキシブルディスクやＭＤ，ＤＶＤ，フラッシュメモ
リなどへの書き込みサービスを行なうものとしてもよい。
【００４６】
実施例の印刷ジョブ作成装置２０では、ジョブリスト領域６２に作成中ジョブの情報とし
て、状況，ジョブＩＤ，サービス名，受付時間，更新時間，用紙サイズ，部数，合計枚数
，コメントを表示するものとしたが、これらの情報のすべてを表示する必要はなく、これ
らの情報のうちの一部の情報を表示するものとしたり、これらの情報とは異なる情報を表
示するものとしたり、これらの情報とは異なる情報とこれらの情報の一部とを組み合わせ
た情報を表示するものとしてもよい。
【００４７】
実施例の印刷ジョブ作成装置２０では、印刷ジョブの作成工程は、印刷サービスを選択し
た後の工程として，画像の登録処理の工程，テンプレートの選択処理の工程，レイアウト
や編集の処理の工程，印刷の工程の４つの工程としたが、工程の設定は如何なる設定とし
てもかまわない。
【００４８】
実施例では、本発明の一実施形態として印刷ジョブ作成装置２０の形態やこれを備える印
刷システム１０の形態として説明したが、印刷ジョブ作成装置２０によって印刷ジョブを
作成する際の方法（印刷ジョブ作成方法）の形態としたり、コンピュータを印刷ジョブ作
成装置２０として機能させるプログラムの形態や印刷ジョブ作成方法における各ステップ
を各手順としてコンピュータに実行させるプログラムの形態としてもよい。プログラムの
形態とする場合、図３の印刷ジョブ作成処理や図７の順位設定処理，図１１の画像組込処
理の各ステップを各手順として適当なプログラミング言語を用いてプログラムすればよい
。
【００４９】
以上、本発明の実施の形態について実施例を用いて説明したが、本発明はこうした実施例
に何等限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において、種々なる形
態で実施し得ることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　印刷ジョブ管理システム１０の構成の概略を示す構成図。
【図２】　メニュー画面６０の一例を示す説明図。
【図３】　印刷ジョブ作成処理の一例を示すフローチャート。
【図４】　画像登録画面７０の一例を示す説明図。
【図５】　テンプレート選択画面８０の一例を示す説明図。
【図６】　レイアウト編集画面９０の一例を示す説明図。
【図７】　順位設定処理の一例を示すフローチャート。
【図８】　テンプレート画像の作成の様子を説明する説明図。
【図９】　組込領域に画像を組み込む様子を説明する説明図。
【図１０】　組込領域に画像を組み込む様子を説明する説明図。
【図１１】　画像組込処理の一例を示すフローチャート。
【図１２】　組み込まれた画像の入れ替えの様子を説明する説明図。
【図１３】　組み込まれた画像の入れ替えの様子を説明する説明図。
【図１４】　印刷画面１００の一例を示す説明図。
【符号の説明】
１０　印刷システム、１２　ネットワーク、２０　印刷ジョブ作成装置、２１サービス設
定管理部、２２　画像登録管理部、２３　テンプレート設定管理部、２４　レイアウト編
集管理部、２４ａ　順位設定部、２４ｂ　組込処理部、２４ｃ　入替処理部、２４ｄ　編
集処理部、２５　印刷管理部、２６　ジョブ中断再開処理部、５０　大型プリンタ、５２
　インクジェットプリンタ、６０　メニュー画面、６１　サービス選択領域、６２　ジョ



(14) JP 4148011 B2 2008.9.10

10

20

ブリスト領域、６３　「アプリケーションの終了」ボタン、６４　「環境設定」ボタン、
７０　画像登録画面、７１，８１，９１，１０１　工程表示領域、７１ａ，８１ａ，９１
ａ，１０１ａ「サービス種類表示」ボタン，７１ｂ，８１ｂ，９１ｂ，１０１ｂ　「画像
登録」ボタン、７１ｃ，８１ｃ，９１ｃ，１０１ｃ　「テンプレート選択」ボタン、７１
ｄ，８１ｄ，９１ｄ，１０１ｄ　「レイアウト編集」ボタン、７１ｅ，８１ｅ，９１ｅ，
１０１ｅ　「印刷」ボタン、７１ｆ，８１ｆ，９１ｆ，１０１ｆ「メニューに戻る」ボタ
ン、７２　画像登録処理領域、７２ａ，８２ａ，９２ａ　「次のステップへ」ボタン、７
２ｂ，８２ｂ，９２ｂ，１０２ｂ　「前のステップへ」ボタン、７３　作業領域、７４　
画像選択領域、７４ａ　格納場所表示領域７４ａ，７４ｂ　画像表示領域、７５　登録画
像表示領域、７５ａ　画像表示領域、７５ｂ　「登録削除」ボタン、７５ｃ　「すべて登
録削除」ボタン、７６　「登録」ボタン、７７　「すべて登録」ボタン、８０　テンプレ
ート選択画面、８２　テンプレート選択処理領域、８３　設定領域、８４　テンプレート
選択領域、８５ａ～８５ｆ　タグ、８６ａ　テンプレート表示領域、９０　レイアウト編
集画面、９２　レイアウト編集処理領域、９２ｃ　「編集」ボタン、９２ｄ　「表示倍率
」ボタン、９３　レイアウト編集領域、９４　画像選択領域、９４ａ　「配置」ボタン、
９４ｂ　「入れ替え」ボタン、９４ｃ　「複数配置」ボタン、９５ａ，９５ｂ　タグ、９
６ａ　画像表示領域、９７　サムネイル表示領域、１００　印刷画面、１０２　印刷処理
領域、１０２ｃ　「印刷開始」ボタン、１０２ｄ　「書き出し」ボタン、１０３　印刷画
像表示領域、１０４　ジョブ情報表示領域、１０５　印刷条件設定領域、１０６　プリン
タ設定領域、１１０　テンプレート用画像、１２０　マスク画像、１２２ａ～１２２ｃ　
透明領域。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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